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Ｐ１３２ □線分の比と平行線

ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＱＣならばＰＱ∥ＢＣ

（このことの証明をどう扱うか、実際には扱いにくい内容となる。）

（ちなみに教科書の問６は簡単に扱える）

ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＱＣ＝２：１と具体的に考えよう。

そして△ＡＢＣのＡＢ＝１２ｃｍ，ＡＣ＝９ｃｍとしておこう。

次に点Ｃを通って辺ＢＡに平行な直線をひき直線ＰＱとの交点をＲとします。

ＢＡ∥ＣＲからどんなことがいえるか？（ここまで提示してやる）
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ＢＡ∥ＣＲから△ＱＡＰ∽△ＱＣＲである。

よって

ＰＡ：ＲＣ＝ＡＱ：ＱＣ＝６：３＝２：１

なので ８：ＲＣ＝２：１

ＲＣ＝４ｃｍ

これで ＰＢ＝ＲＣ＝４ｃｍ

ＰＢ∥ＲＣ

１組の向かい合う辺が等しくて平行なので四角形ＰＢＣＲは

平行四辺形よってＰＱ∥ＢＣ

（この流れを理解した上で、一般的な証明は各自で？）

別に ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＱＣ

ならば ＡＰ：ＡＰ＋ＰＢ＝ＡＱ：ＡＱ＋ＱＣすなわちＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ：ＡＣ

によって問６に帰着する方法もある。


